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都
農
業
会
議
は
、
６
月
18
日
に

吉
祥
寺
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
に

て
第
１
３
５
回
通
常
総
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
と
し
て
令
和
５
年

度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
が
提

出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
農
地
中
間
管
理

　

去
る
６
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た

通
常
総
会
・
理
事
会
を
経
て
会
長

を
続
け
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

政
府
の
食
料
安
全
保
障
戦
略
に

　

こ
の
た
び
副
会
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
松
本
一
宏
で
す
。

　

稲
城
市
の
農
業
委
員
会
長
と
南

多
摩
農
業
委
員
会
協
議
会
の
会
長

事
業
業
務
の
増
加
な
ど
に
よ
る
職

員
の
増
員
に
対
応
す
る
た
め
、
４

月
か
ら
新
た
な
事
務
所
に
移
転
し

て
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

都
市
農
地
に
関
し
て
は
、
区
市

ご
と
に
取
り
組
む
都
市
農
地
貸
借

円
滑
化
法
に
よ
る
貸
借
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
支
援
す
る
と
と
も
に
農
業

会
議
に
相
談
窓
口
を
設
け
ま
し

伴
う
各
種
の
政
策
転
換
な
ど
難
し

い
課
題
が
山
積
す
る
中
で
重
責
を

担
わ
せ
て
頂
き
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

　

農
業
委
員
会
系
統
組
織
と
農
業

関
係
各
団
体
を
は
じ
め
農
業
者
の

知
恵
と
力
を
結
集
し
て
こ
の
難
局

に
対
処
し
、
東
京
農
業
の
明
る
い

未
来
を
切
り
拓
い
て
い
き
た
い
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

野
﨑
啓
太
郎
副
会
長
（
Ｊ
Ａ
東

京
中
央
会
・
各
連
会
長
）
、
松
本

を
務
め
て
い
ま
す
。

　

勇
退
さ
れ
た
吉
川
庄
衞
前
副
会

長
の
功
績
は
非
常
に
大
き
く
、
後

を
引
き
継
ぐ
責
任
は
重
い
と
感
じ

て
い
ま
す
が
、
再
任
さ
れ
ま
し
た

野
﨑
啓
太
郎
副
会
長
と
共
に
青
山

会
長
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。　

一
宏
副
会
長
（
稲
城
市
農
業
委
員

会
会
長
）
と
と
も
に
、
精
一
杯
働

い
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
倍
旧
の
ご
指
導
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
こ
れ
ま
で
約
10
年

の
永
き
に
わ
た
っ
て
副
会
長
と
し

て
東
京
都
農
業
会
議
を
引
っ
張
っ

て
こ
ら
れ
た
吉
川
庄
衞
前
副
会
長

（
町
田
市
農
業
委
員
会
会
長
）
に

は
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

　

第
２
号
議
案
で
は
理
事
と
監
事

の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
終
了
後
に
開
い
た
理

事
会
で
は
会
長
と
副
会
長
（
２
人
）

の
選
任
が
行
わ
れ
、
青
山
佾
会
長

と
野
﨑
啓
太
郎
副
会
長
が
再
任
さ

れ
、
新
た
な
副
会
長
と
し
て
松
本

一
宏
理
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
定
し
た
役
員
は
左
記
の
通
り

で
す
。

■
農
業
会
議
役
員
（
敬
称
略
）

会　

長

　

青
山　

佾
（
再
任
）　

副
会
長

　

松
本
一
宏
（
理
事
再
任

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
副
会
長
新
任
）

　

野
﨑
啓
太
郎
（
再
任
）　

理　

事

 
 

山
口
賢
治
（
再
任
）

 
 

尾
崎
賀
一
（
再
任
）

 
 

石
田
正
弘
（
再
任
）

 
 

上
野　

勝
（
再
任
）

 
 

神
田　

功
（
再
任
）

 
 

吉
川
庄
衞
（
再
任
）

 
 

岩
沢　

宏
（
再
任
）

 
 

鈴
木　

豊
（
再
任
）

 
 

榎
本
一
宏
（
再
任
）

 
 

小
川　

保
（
再
任
）

 
 

岩
田
高
雄
（
再
任
）

 
 

松
村
俊
夫
（
再
任
）

 
 

沖
山
慶
孝
（
再
任
）

 
 

柴
﨑
幹
男
（
再
任
）

 
 

小
山
有
彦
（
再
任
）

 
 

髙
橋
勝
浩
（
再
任
）

 
 

田
村
み
さ
子
（
再
任
）

 
 

澤
井
保
人
（
再
任
）

 
 

小
林
俊
之
（
再
任
）

 
 

森
田
龍
幸
（
再
任
）

 
 

眞
利
子
伊
知
郎
（
再
任
）

 
 

吉
川
英
明
（
再
任
）

 
 

寺
﨑
久
明
（
新
任
）

 
 

吉
野
光
政
（
再
任
）　

監　

事

 
 

福
島
浩
幸
（
再
任
）

 
 

石
野
正
幸
（
再
任
）

た
。

　

市
街
化
区
域
以
外

の
地
域
に
つ
い
て

は
、
特
に
市
町
村
・

農
業
委
員
会
が
取
り

組
む
地
域
計
画
や
目

標
地
図
づ
く
り
の
支

援
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

令
和
５
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決
算
を
承
認

第
１
３
５
回
通
常
総
会

新
た
な
任
期
に
あ
た
っ
て

（
一
社
）
東
京
都
農
業
会
議　

会
長　

青
山　

佾

副
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

（
一
社
）
東
京
都
農
業
会
議　

副
会
長　

松
本　

一
宏

新たな役員紹介の様子

青山 佾 会長

松本一宏 副会長

東
京
都
農
業
会
議
情
報

渋
谷
区
代
々
木
３
―
25
―
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
３
―
３
３
７
０
―
７
１
４
６

編
集
及
び
発
行 　（
一
社
）東
京
都
農
業
会
議

第
４
０
１
号　

令
和
６
年
７
月
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全
国
農
業
会
議
所
（
國
井
正
幸

会
長
）
は
、
５
月
29
日
に
文
京
シ

ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
て
、
令
和
６
年

度
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

会
長
大
会
で
は
、
国
へ
の
政
策

提
案
、
農
業
委
員
会
活
動
に
関
す

る
申
し
合
わ
せ
決
議
、
決
意
表
明

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
大
会
の
終
了
後
は
、
衆
議

院
第
１
議
員
会
館
に
て
、
東
京
都

選
出
の
国
会
議
員
と
の
意
見
交
換

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

都
内
の
農
業
委
員
会
長
な
ど
約

30
人
が
出
席
し
、
下
記
の
国
会
議

員
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
（
選

都
農
業
会
議
は
第
１
３
５
回
通

常
総
会
の
終
了
後
に
事
業
推
進
協

議
会
を
開
き
ま
し
た
。

会
員
に
令
和
６
年
度
の
事
業
計

画
な
ら
び
に
農
業
委
員
会
と
農
業

会
議
の
提
携
活
動
に
つ
い
て
説
明

し
た
ほ
か
、
農
政
を
め
ぐ
る
状
況

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
農
業
新
聞
の
普
及

推
進
に
功
労
の
あ
っ
た
農
業
委
員

会
な
ら
び
に
第
30
回
農
業
委
員
会

だ
よ
り
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
た

農
業
委
員
会
に
対
す
る
表
彰
状
お

挙
区
順
、
代
理
出
席
等
含
む
）
。

石
原
宏
高 

衆
議
院
議
員

越
智
隆
雄 

衆
議
院
議
員

大
西
英
男 

衆
議
院
議
員

日
野
市
・
青
梅
市
・
清
瀬
市
・
杉

並
区
農
業
委
員
会

【
第
30
回
全
国
農
業
委
員
会
だ
よ

り
コ
ン
ク
ー
ル
】

　

全
国
新
聞
特
別
賞　

練
馬
区
農

業
委
員
会　
　
　
　
　

松
本
洋
平 

衆
議
院
議
員

木
原
誠
二 

衆
議
院
議
員

小
田
原
潔 

衆
議
院
議
員

小
倉
將
信 

衆
議
院
議
員

井
上
信
治 

衆
議
院
議
員

長
島
昭
久 

衆
議
院
議
員

　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
は
、
農

林
水
産
省
都
市
農
業
室
と
国
土
交

通
省
都
市
局
の
担
当
職
員
も
参
加

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
相
続
等
を
契
機
と
す

る
農
地
の
減
少
や
新
規
就
農
、
島

し
ょ
地
域
の
農
業
振
興
な
ど
に
つ

い
て
、
活
発
に
意
見
を
交
え
ま
し

た
。

よ
び
記
念
品
の
授
与
を
行
い
ま
し

た
。

【
全
国
十
傑
表
彰
】

　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
員
数
対
比
普
及
率 

全
国
２

位　

東
村
山
市
農
業
委
員
会
、
全

国
４
位　

狛
江
市
農
業
委
員
会

【
全
国
農
業
会
議
所　

表
彰
状
】

　

立
川
市
・
日
野
市
・
青
梅
市
農

業
委
員
会

【
東
京
都
農
業
会
議
・
全
国
農
業

新
聞
東
京
都
支
局　

表
彰
状
】

　

東
村
山
市
・
狛
江
市
・
立
川
市
・

東
京
選
出
の
国
会
議
員
と
の
意
見
交
換
を
実
施

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

令
和
６
年
度
事
業
計
画
な
ど
協
議

全
国
農
業
新
聞
の
普
及
活
動
・
功
労
農
委
会
を
表
彰 意見交換の様子

表彰状を受け取る立川市農業委員会 鈴木 豊 会長（右）

○
６
月
理
事
会

６
月
18
日
に
武
蔵
野
市
の
吉

祥
寺
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急
で

理
事
会
を
開
い
た
。

議
事
と
し
て
、
①
会
長
（
代

表
理
事
）
の
選
任
に
つ
い
て
、

②
副
会
長
（
２
名
）
の
選
任
に

つ
い
て
、
③
常
設
審
議
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
決

定
し
た
。

○
第
３
回
常
設
審
議
委
員
会

理
事
会
に
引
き
続
き
、
第
３

回
常
設
審
議
委
員
会
を
開
い

た
。報

告
事
項
と
し
て
、
①
東
京

都
か
ら
農
地
法
の
第
４
条
、
第

５
条
の
農
地
転
用
許
可
（
５

月
）
の
状
況
（
案
件
な
し
）
、

②
農
業
会
議
か
ら
農
地
中
間
管

理
権
の
取
得
と
使
用
収
益
権
の

設
定
・
移
転
（
６
月
）
の
状
況

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を

行
っ
た
。

協
議
事
項
で
は
、
①
農
地
保

全
・
利
活
用
促
進
月
間
推
進
要

領
（
案
）、
②
農
業
委
員
会
と
認

定
農
業
者
等
と
の
意
見
交
換
会

に
つ
い
て
、
③
東
京
都
農
業
会

議
創
立
70
周
年
記
念
事
業
実
施

要
領
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

○
７
月
理
事
会

７
月
17
日
に
渋
谷
区
代
々
木

の
Ｊ
Ａ
東
京
南
新
宿
ビ
ル
で
理

事
会
を
開
い
た
。

議
事
と
し
て
、
①
令
和
６
年

度
臨
時
総
会
の
開
催
日
時
及
び

場
所
に
つ
い
て
、
②
令
和
６
年

度
臨
時
総
会
提
出
議
案
と
し

て
、
ア
．
令
和
６
年
度
収
支
予

算
の
補
正
に
つ
い
て
、
イ
．
農

業
委
員
会
法
第
53
条
に
基
づ
く

東
京
都
へ
の
意
見
の
提
出
に
つ

い
て
協
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定

し
た
。

○
第
４
回
常
設
審
議
委
員
会

理
事
会
に
引
き
続
き
、
第
４

回
常
設
審
議
委
員
会
を
開
い

た
。報

告
事
項
と
し
て
、
①
東
京

都
か
ら
農
地
法
の
第
５
条
（
３

件
・
２
，
２
４
６
㎡
）
の
農
地

転
用
許
可
（
６
月
）
の
状
況
、

②
農
業
会
議
か
ら
農
地
中
間
管

理
権
の
取
得
と
使
用
収
益
権
の

設
定
・
移
転
（
７
月
）
の
状
況

に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

協
議
事
項
と
し
て
認
定
農
業

者
制
度
な
ら
び
に
認
定
新
規
就

農
者
制
度
の
推
進
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
た
。

理
事
会
・
常
設
審
議
委
員
会
だ
よ
り
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生
産
緑
地
に
関
す
る
「
相
談

窓
口
」
を
開
設
し
て
い
ま
す

雇
用
就
農
資
金

雇
用
就
農
資
金
は
、
50
歳
未
満

の
就
農
希
望
者
を
新
た
に
雇
用
す

る
農
業
法
人
や
農
業
者
に
対
し
て

研
修
に
要
す
る
経
費
を
助
成
す
る

国
の
事
業
で
す
。

経
営
体
の
要
件
は
、
①
年
間
を

通
じ
て
農
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
、

②
農
業
経
験
が
５
年
以
上
あ
る
研

修
指
導
者
を
置
く
こ
と
、
③
就
農

者
と
期
間
の
定
め
の
な
い
雇
用
契

約
（
正
社
員
）
を
締
結
す
る
こ
と
、

④
就
農
者
を
労
働
保
険
（
雇
用
保

険
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
）
に

加
入
さ
せ
る
こ
と
、
法
人
の
場
合

は
社
会
保
険
（
健
康
保
険
、
厚
生

年
金
保
険
）
に
も
加
入
さ
せ
る
こ

と
、
⑤
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間

が
年
間
平
均
35
時
間
以
上
で
あ
る

こ
と
な
ど
（
一
部
抜
粋
）
で
す
。

研
修
生
の
要
件
は
、
①
研
修
終

了
後
も
継
続
し
て
就
農
す
る
意
思

が
あ
り
、
正
社
員
採
用
日
時
点
で

50
歳
未
満
の
者
②
研
修
開
始
時
点

で
正
社
員
と
し
て
の
就
業
期
間
が

４
ヶ
月
以
上
12
ヶ
月
未
満
で
あ
る

こ
と
、
③
過
去
の
農
業
経
験
が
正

社
員
採
用
日
時
点
で
５
年
以
内
で

あ
る
こ
と
、
④
代
表
者
の
３
親
等

以
内
か
つ
同
居
し
て
い
る
者
で
な

い
こ
と
、
⑤
過
去
に
当
該
農
業
法

人
等
の
正
社
員
で
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
（
一
部
抜
粋
）
で
す
。

助
成
期
間
は
、
最
長
４
年
で
１
ヶ

月
に
つ
き
５
万
円
（
年
間
60
万
円
）

と
な
り
ま
す
。

東
京
都
雇
用
就
農
推
進
事
業

東
京
都
雇
用
就
農
推
進
事
業
は
、

新
た
に
農
業
参
入
し
雇
用
就
農
者

を
雇
用
し
た
法
人
ま
た
は
規
模
拡

大
に
よ
り
雇
用
就
農
を
拡
大
し
た

法
人
に
対
し
て
助
成
す
る
東
京
都

独
自
の
制
度
で
す
。

雇
用
就
農
資
金
の
採
択
を
受
け

た
法
人
が
行
う
雇
用
就
農
者
の
研

修
経
費
を
助
成
対
象
と
し
て
、
①

雇
用
就
農
資
金
の
交
付
開
始
前
１

年
以
内
に
新
た
に
農
業
参
入
し
た

法
人
、
②
雇
用
就
農
資
金
の
交
付

対
象
期
間
中
に
新
た
に
設
立
ま
た

は
農
業
参
入
し
た
法
人
、
③
本
事

業
の
対
象
と
な
る
法
人
等
雇
用
就

農
者
の
雇
用
開
始
前
後
６
ヶ
月
以

内
に
農
地
の
所
有
権
移
転
も
し
く

は
利
用
権
設
定
等
に
よ
り
規
模
拡

大
を
行
っ
た
法
人
の
い
ず
れ
か
に

あ
て
は
ま
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

助
成
期
間
は
、
雇
用
就
農
資

金
の
交
付
開
始
か
ら
３
年
以
内
と

し
１
年
目
に
60
万
円
、
２
年
目
に

40
万
円
、
３
年
目
に
20
万
円
と
な

り
ま
す
。

都
農
業
会
議
は
、
都
の
委
託
を

受
け
て
農
業
経
営
の
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
し
た
。

当
窓
口
は
、
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
11
条
の
11
に
あ
る
農
業

経
営
・
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役

割
を
担
う
も
の
で
農
業
経
営
の
改

善
、
法
人
化
、
継
承
な
ど
農
業
経

営
に
か
か
る
様
々
な
相
談
に
対

し
、
専
門
家
を
配
置
し
て
適
切

な
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

支
援
を
通
し
て
農
業
者
の
経

営
力
の
向
上
を
図
り
、
東
京
農

業
の
持
続
的
な
発
展
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
、
都
内
に
て
農
業
経

営
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
や
法

人
、
新
た
に
農
業
参
入
を
希
望

す
る
企
業
、
都
内
で
農
業
関
係

の
就
職
を
希
望
す
る
者
な
ど
と

な
っ
て
お
り
、
相
談
に
対
し
専

門
知
識
を
持
ち
農
業
経
営
に
も

精
通
し
て
い
る
専
門
相
談
員
（
弁

護
士
、
公
認
会
計
士
、
税
理
士
、

司
法
書
士
、
行
政
書
士
、
社
会

保
険
労
務
士
、
中
小
企
業
診
断

士
、
不
動
産
鑑
定
士
）
が
本
会

職
員
と
と
も
に
対
応
し
ま
す
。

専
門
相
談
員
へ
の
相
談
は
、
１

経
営
体
（
１
企
業
）
に
つ
き
２
つ

の
相
談
事
項
ま
で
。
１
つ
の
相
談

事
項
に
つ
い
て
３
回
を
限
度
と
し
、

１
回
の
相
談
時
間
は
、
２
時
間
を

上
限
と
し
ま
す
。

詳
細
は
都
農
業
会
議
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

都
農
業
会
議
で
は
、
東
京
都
か
ら

委
託
を
受
け
、
生
産
緑
地
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

ご
相
談
頂
け
る
主
な
内
容
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
ご
相
談

は
無
料
で
す
。

１
．
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
に
よ

る
貸
借
の
認
定
申
請
を
お
手
伝

い
し
ま
す
。

生
産
緑
地
を
貸
借
す
る
た
め

に
は
、区
市
の
認
定
が
必
要
で
す
。

区
市
へ
の
申
請
に
関
す
る
事
務

等
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

２
．
生
産
緑
地
の
貸
借
の
広
域
的
な

マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

居
住
し
て
い
る
自
治
体
で
、

生
産
緑
地
の
借
り
手
が
見
つ
か

ら
な
い
場
合
な
ど
、
他
の
自
治
体

で
の
借
り
手
を
見
つ
け
る
お
手

伝
い
を
し
ま
す
（
見
つ
か
ら
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
）。

３
．
農
地
制
度
等
に
関
す
る
説
明
会

に
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

生
産
緑
地
法
、
都
市
農
地
貸

借
円
滑
化
法
、
相
続
税
納
税
猶
予

制
度
な
ど
の
都
市
農
業
に
と
っ

て
重
要
な
農
地
制
度
等
に
つ
い

て
、本
会
の
職
員
が
説
明
し
ま
す
。

正
社
員
な
ど
を
雇
用
す
る
経
営
体
に
助
成

雇
用
就
農
資
金
・
東
京
都
雇
用
就
農
推
進
事
業

農
業
経
営
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す

専
門
家
と
と
も
に
無
料
で
相
談
に
対
応
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海
外
農
業
事
情
視
察
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
間
：
令
和
６
年
10
月
12
日

　
　
　

（
土
）
～
10
月
17
日
（
木
）

場
所
：
ベ
ト
ナ
ム
（
ホ
ー
チ
ミ

　
　
　

ン
、
ダ
ラ
ッ
ト
ほ
か
）

金
額
：
２
９
９
，
５
０
０
円

企
画
・
主
催
：
東
京
都
農
業
経

営
者
ク
ラ
ブ

　

詳
細
・
申
込
は
都
農
業
会
議

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

ベ
ト
ナ
ム
農
業
事
情
視
察
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
農
業
体
験
農

園
協
会
（
加
藤
義
松
理
事
長
、
事

務
局
＝
都
農
業
会
議
）
は
、
６
月

13
日
に
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和

損
保
新
宿
ビ
ル
で
令
和
６
年
度
通

常
総
会
を
開
き
、
会
員
40
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

山
邉
信
利
議
長
（
福
岡
県
久
山

町
）
の
進
行
の
も
と
、
令
和
５
年

度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
及
び

令
和
６
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
等
に
つ
い
て
の
審
議
を
行
い
、

7
議
案
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。令

和
６
年
度
に
お
い
て
も
、
情

勢
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
会
員

相
互
に
連
携
と
研
鑽
を
重
ね
、
農

業
体
験
農
園
の
更
な
る
発
展
に
努

め
る
と
と
も
に
、
新
規
会
員
の
増

加
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
～
10
月
は
、
農
業
委
員
会

系
統
組
織
が
発
行
す
る
「
全
国
農

業
新
聞
」
の
全
国
統
一
普
及
強
調

月
間
で
す
。

　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
１
人
ひ
と
り
が
「
全

国
農
業
新
聞
」
を
購
読
し
、
委
員

活
動
に
お
役
立
て
い
た
だ
け
る
よ

う
左
記
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

①
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
皆
購
読
の
達
成

②
両
委
員
１
人
毎
年
１
部
以
上
の

新
規
購
読
申
込
み
の
確
保

　

各
農
業
委
員
会
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
後
に
は
会
員
研
究
会
を
開

き
、
「
消
費
者
と
と
も
に
農
と
食

を
楽
し
む
方
法
に
つ
い
て
」
、
金

丸
弘
美
氏
（
総
務
省
地
域
力
創
造

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
が
講
演
し
ま
し

た
。

令
和
６
年
度
通
常
総
会
・
会
員
研
究
会
を
開
く

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
農
業
体
験
農
園
協
会

令
和
６
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
を
決
定

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
第
54
回
通
常
総
会

　

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ（
吉

野
光
政
会
長
）
は
６
月
19
日
、
Ｔ

Ｋ
Ｐ
新
宿
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
第
54
回
通
常
総
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
事
業
報
告
と
収

支
決
算
が
承
認
さ
れ
、
令
和
６
年

度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、
会
員
相
互
の

交
流
や
研
究
活
動
の
た
め
の
現
地

視
察
や
消
費
者
と
の
交
流
活
動
の

実
施
の
ほ
か
、
全
会
員
ア
ン
ケ
ー

ト
等
の
調
査
活
動
に
も
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
青
梅
市
・
調
布
市
・
東

久
留
米
市
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
の

会
長
が
交
替
し
た
こ
と
に
伴
い
、

理
事
の
選
任
を
行
い
、
副
会
長
の

互
選
も
行
い
ま
し
た
。
副
会
長
に

は
学
識
経
験
者
理
事
で
前
三
鷹
市

農
業
委
員
会
長
・
前
三
鷹
市
認
定

農
業
者
協
議
会
会
長
の
根
岸
稔
さ

ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
農
業
経
営
者
セ
ミ

ナ
ー
「
知
っ
て
使
え
る
！
損
し
な

い
た
め
の
制
度
と
知
識
」
で
は
、

税
理
士
で
中
小
企
業
診
断
士
の
吉

川
順
子
氏
の
講
演
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

青
色
申
告
特
別
控
除
や
社
会
保

険
料
控
除
の
積
極
的
な
活
用
の
呼

び
か
け
と
と
も
に
、
複
式
簿
記
や

税
制
等
の
関
連
制
度
に
つ
い
て
幅

広
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

８
月
・
９
月
の
日
程

８
・
８ 

㈭
～
９
㈮ 

農
地
専
門
職
員
研
修
会

８
・
19 

㈪ 

臨
時
総
会

８
・
19 

㈪ 

理
事
会

８
・
19 

㈪ 

常
設
審
議
委
員
会

８
・
19 

㈪ 

農
業
会
議
創
立
70
周
年
記
念
式
典

８
・
21 

㈬ 

区
内
農
業
委
員
・
推
進
委
員
研
修

８
・
23 

㈮ 

西
多
摩
農
業
委
員
・
推
進
委
員
研
修

８
・
27 

㈫ 

南
多
摩
農
業
委
員
・
推
進
委
員
研
修

８
・
29 

㈭ 

新
規
就
農
・
貸
借
担
当
者
会
議

８
・
29 

㈭ 

都
職
研
全
体
研
究
集
会
・
役
員
会

９
・
３ 

㈫ 

北
多
摩
農
業
委
員
・
推
進
委
員
研
修

９
・
５ 

㈭ 

広
報
研
究
会

９
・
17 

㈫ 

常
設
審
議
委
員
会

９
・
19 

㈭ 

区
内
・
北
多
摩
職
務
代
理
・

部
会
長
研
究
集
会

９
・
26 

㈭ 

西
多
摩
・
南
多
摩
職
務
代
理
・

部
会
長
研
究
集
会

　

本
年
度
も
８
月
～
10
月
を

「
農
地
保
全
・
利
活
用
促
進
月

間
」
と
し
て
設
定
し
、
農
地
の

保
全
と
利
活
用
の
促
進
に
、
全

都
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
月
間
は
、
農
地
利
用
状

況
調
査
の
実
施
と
と
も
に
、
農

地
制
度
の
周
知
と
活
用
を
進
め

る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

都
内
の
農
業
委
員
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
・
事
務
局

が
一
丸
と
な
っ
て
、
農
地
の
保

全
や
貸
借
等
の
利
活
用
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

農
地
保
全
・
利
活
用
促
進
月
間
で
す

農業経営者セミナーの様子

講演を行う金丸弘美氏

全
国
農
業
新
聞
の

全
国
統
一
普
及
強
調
月
間
で
す


